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本
年
度
物
故
教
師
慰
霊
祭 

三
月
五
日
、
太
祠
に
お
い
て
「
物
故

教
師
慰
霊
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
二
柱
が
「
み
そ
ば
仕
え
の
御
霊
」

と
し
て
太
祠
祖
霊
殿
へ
合
祀
さ
れ
、
併

せ
て
一
年
・
五
年
・
十
年
の
式
年
慰
霊

祭
を
迎
え
た
御
霊
十
二
柱
の
遺
族
が

多
数
参
列
、
管
長
殿
が
祀
り
主
、
祭
儀

を
教
嗣
殿
は
じ
め
祭
典
課
が
務
め
る

「
御
霊
な
ご
め
の
祭
」
が
厳
粛
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

合
祀
祭
霊
名 

高
知
教
区
大
教
正
吉

野
賴
治
命 

香
川
教
区
権
少
講
義
長

田
正
子
命 

一
年
祭
霊
名 

香
川
教
区
中
教
正
一

井
喜
代
子
命 

五
年
祭
霊
名 

東
京
教
区
丸
藤
宮
元

講
先
達
井
田
清
重
命 

兵
庫
教
区
少

講
義
三
宅
正
宣
命 

東
京
教
区
権
少

講
義
秋
元 

米
作
命 

新
潟
教
区
訓

導
小
野
里
利
信
命 

岡
山
教
区
訓
導

妹
尾
千
太
郎
命 

 

十
年
祭
霊
名 

埼
玉
教
区
大
教
正
岩

崎
三
平
命 

福
岡
教
区
権
少
教
正
在

郷
芳
野
命 

香
川
教
区
権
少
教
正
伊

賀
カ
ズ
ヱ
命 

長
崎
教
区
訓
導
下
田

淳
之
介
命 

 本
年
度
勤
続
表
彰
者 

春
季
報
元
大
祭
の
佳
日
、
本
年
度
の
三

十
年
勤
続
の
教
師
に
対
し
、
そ
の
功
績

を
讃
え
て
管
長
殿
よ
り
表
彰
状
と
記

念
の
徽
章
が
授
与
さ
れ
ま
す
。 

三
十
年
勤
続
表
彰
者 

北
海
道
千
葉

次
子
講
義
、
岩
手
岩
沢
き
わ
講
義
、
埼

玉
岩
崎
英
子
教
正
、
東
京
藤
浪
叶
世
教

正
、
神
奈
川
河
原
邦
光
教
正
、
同
河
原

正
光
講
義
、
京
都
加
藤
哲
也
教
正
、
同

加
藤
八
重
子
講
義
、
鹿
児
島
吉
留
光
子

講
義 

 

仙
醍
教
会
鈴
木
邦
子
教
正
神
事

拝
戴
二
十
周
年
に
参
向 

二
月
十
一
日
、
鹿
児
島
教
区
仙
醍
教

会
長
の
鈴
木
邦
子
教
正
（
教
議
会
議
員
）

は
、
神
事
拝
戴
二
十
周
年
に
あ
た
り
本

部
よ
り
管
長
殿
（
代
理
；
教
嗣
殿
、
随

員
村
元
弥
生
教
正
）
を
参
向
使
に
迎
え

て
記
念
祭
事
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
祭
事
で
は
仙
醍
教
会
教
師
全
員

が
淨
衣
を
着
装
し
て
奉
仕
、
発
心
教
会

相
原
俊
朗
教
会
長
、
仙
台
発
心
教
会
武

山
孝
行
教
会
長
、
種
實
満
宮
西
川
満
衣

子
教
会
長
も
参
列
の
も
と
で
行
わ
れ
、

そ
の
後
催
さ
れ
た
祝
賀
会
で
も
教
会

関
係
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
多
く
の

出
席
者
を
得
て
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
教
正
は
、
「
自
分
が
今
惟
神
の
道

に
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ

っ
た
師
匠
方
や
教
会
役
員
信
徒
の
皆

様
の
お
蔭
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
他
の
為
に
祈
り
を
捧
げ
る
扶
桑

教
の
お
道
に
精
進
致
し
ま
す
。
」
と
、

力
強
い
挨
拶
を
さ
れ
、
満
場
い
っ
ぱ
い

の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

 

 
 

天
皇
陛
下
御
病
気
平
癒 

ご
祈
願
を
行
い
ま
し
た 

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
先
般
ご
入
院
に
な
り
手

術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
太
祠
で
は
御
手
術
の
二
月
十
八
日

に
御
平
癒
祈
願
祭
を
執
行
致
し
ま
し
た
。
当
日
教
内
に
は
朝
夕

神
前
お
つ
と
め
の
際
、
教
内
を
挙
げ
て
祈
願
詞
を
奏
上
し
て
大

神
様
の
御
加
護
を
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

陛
下
の
御
平
癒
を
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
御
神

前
で
の
ご
祈
願
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
天
皇
陛
下
病
気
平
癒
祈
願
詞
」 

謹
み
て
白
さ
く 

明
津
御
神
と 

大
八
洲
国
知
食
す
天
皇
に
は 

先
つ
頃
よ
り 

東
京
大
学
医
学
部 

付
属
病
院
に
入
り
給
ひ 

御
病
の
依
る
所
を 

探
り
究
め
さ
せ
給
ひ 

 

今
日
は 

医
師

の
術
を
受
け
給
ふ
由
承
は
り
ぬ
れ
ば 

速
け
く 

元
の
如
く
に 

健
康
な
る 

大
御
体
に 

立
復
ら
し
め
給
ひ 

堅
磐
に
常
磐
に 

大
御
寿
を 

長
く
久
し
く 

守
り
幸
へ
奉
り
給
へ
と 

謹
み
敬

い 

畏
み
畏
み
も 

祈
願
奉
ら
く
と
申
す  

（
御
神
語
・
御
神
名
奉
誦
） 


